










－ 1 － 関西国際大学研究紀要　第 10 号
教育保育インターンシップⅡの現状と課題
―小学校の場合―
The present condition and the issues 










　　　This paper discusses the newly established course “Education Childcare InternshipⅡ”, which 
is aimed to improve the practical ability of students who aspire to become a teacher or a child-
care worker. The internship conducted in elementary schools and its issues and challenges will be 
addressed. Though it was conducted within a limited timeframe, it was found that the students 




題となる教育基本法が 2006 年 12 月に改定された。そして，新教育基本法第 17 条第 1 項の規定のもと
に教育振興基本計画が 2008 年７月に閣議決定されている。そして，今後５年間に取り組むべき施策 77
項目の中の 1 つに，「教員養成・研修等の推進」が挙げられ，「実践的能力を備えた質の高い教員を養成








ている。このプログラムは「総合実践演習」（通年）「学校サポーター活動」（5 月～ 2 月，週 1 回）「研
究教育実習」（２週）という構成で，選択ではあるが４年生を対象に実践的能力の育成が図られている。
2006 年度には「学校サポーター実習」（前後期各２単位）として，公立のサポート校へ週 1 回行っている。
この他に３年生で水曜日の午後に附属学校園に行く Tuesday 実習という必修科目も行われている１）。









内 10 名は集中型で 10 月の自然教室補助に行っている３）。
　これらの事例のように，多くの大学で実践的能力を備えた教員の養成が試みられている。本学は小学
校教員養成課程を 2006 年度から立ち上げ，2007 年度からは教育学部に改組されたが，教育福祉学科こ
ども学専攻では，実践力のある教員の育成を１つの柱にカリキュラムの検討を行ってきた。その結果，























・自らの責任や必要感を感じることをやり遂げることができる。        　　　　　　   （社会的行動力）
・集団や社会の一員として，ルールやマナーをわきまえながら行動することができる。　　（順法性）
・ 問題に直面したときに，周りの人々の意見をよく聞いて，よりよい解決を考えようとすることが
できる。                                                           　　　　　　　　　　　　　　　 　　     （判断力）








・レポート ( 春学期１回，秋学期１回 )　 20％
⑧ 授業展開及び授業内容：




第４回－第７回 (4/28, 5/12, 5/19, 5/26)  各職場で業務活動，活動記録は翌日までに提出
第８回 (6/ 2) 　大学で講義　 小課題の提出　 受け入れ先の種別に集まり討論
　　　　　　　次週からの５回の業務体験に向けたテーマの設定
第９回－第 13 回 (6/9, 6/16, 6/23, 6/30, 7/7)  各職場で業務活動，各自のテーマに沿った振り返り
第 14 回 (7/14)   大学で活動発表会（グループ別）
第 15 回 (7/28) 　大学で活動発表会（全体），レポート提出
第 16 回 (9/29) 　学習計画，次週からの５回の業務体験についての小課題提示
第 17 回－第 22 回 (10/6, 10/20, 10/27, 11/10, 11/17)   各職場で業務活動
　　　　　　　 　(10/13 は，大学での個別相談日 )
第 23 回 (12/1) 　大学で講義　 小課題提出　 受け入れ先の種別に集まり討論（グループ別）
　　　　　　　　　次週からの４回の業務体験についての小課題提示
　第 24 回－第 28 回 (12/8, 12/15, 12/22, 1/19) 各職場で業務活動，各自のテーマに沿った振り返り
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　　　　　　　　 (1/5 は，大学でテーマ別討論会 )
　第 29 回 (1/26)   大学で講義　小課題提出　受け入れ先の種別に集まり討論（グループ別）
　第 30 回 (2/2)  　大学で活動発表会（全体），レポート提出
２－２　三木市の場合
(1) 三木市教育委員会との協定





　本学に教育福祉学科が 2006 年 4 月に新設され，サービスラーニング室を中心に三木市教育委員会と
の協議が進み，2007 年 6 月に第 1 回「教育ボランティア地域連絡会」がスタートし，大学と教育委員
会からそれぞれ 10 名程度の代表者が集まり年２回の連絡会を持つこととなった。この連絡会は，2008
年度より「サービスラーニング地域連絡会」と改名し，運営されている。













　三木市の小学校は 16 校あり，３月末現在見込みで 2008 年度の学級数は 199 学級，全児童数は 4566




の配置，ＯＪＴ（On the Job Training, 職業能力開発），不登校総合対策推進事業，食育，キャリア教
育，環境体験事業，“５Ｒ”（循環型社会実現）の実践，情報モラル教育，ユニバーサル社会，特別支援








大学は 30 大学を超え，幼小中で 60 数名の教育実習生を受け入れている。
(3) インターンシップの活動内容





　現場における業務体験の具体的内容を，３つの小学校を事例にして，第 1 次 (4/28, 5/12, 5/19, 
5/26)，第 2 次 (6/9, 6/16, 6/23, 6/30, 7/7)，第 3 次 (10/6, 10/20, 10/27, 11/10, 11/17)，第 4 次 (12/8, 











　第１次… 掲示板づくり，教材印刷，教材作り ( 算数の立方体 )，自然学校の栞作り，漢字ド








































外のいろんな人 ( 安全指導員，補助員，看護師，栄養士，カウンセラー，等々 ) が出入りするようになっ
た，運動会等の行事の関わりで９月に来てほしい，遠足等の学外行事への参加，特別支援学級でのサポー
トが欲しいがプライバシー保護との絡みもある，等のことが挙げられる。
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魚崎小学校　1 名 宮本小学校　　2 名 桂木小学校　　1 名 垂水小学校　　4 名
住吉小学校　1 名 春日野小学校　1 名 山の手小学校　1 名 乙木小学校　　1 名
高羽小学校　1 名 湊小学校　　　3 名 板宿小学校　　1 名 押部谷小学校　2 名
成徳小学校　1 名 鈴蘭台小学校　3 名 淡河小学校　　1 名 東町 小学校　　1 名





















































　教育保育インターンシップは，履修資格として GPA ２. ０以上なければならない４）。教育現場に出て
図２　インターンシップ活動記録の例

















































２）　 「 信州大学における教員養成 GP の取り組みと教員養成政策の動向」武者一弘，第 26 回全国私立
大学教職課程研究協議会資料，2006.5.22-23
３）　「 学校インターンシップの成果と課題―2005 年度立命館大学の実践を中心に―」森田真樹，第 26
回全国私立大学教職課程研究協議会資料，2006.5.22-23
４）　  GPA（Grade Point Average）とは，90 点以上が４，80 点以上 90 点未満が３，70 点以上
　　　80 点未満が２，60 点以上 70 点未満が１，60 点未満は０という成績評価の点数 (GP) の平均
